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「本山寺山森林づくりの会」活動報告(8/23) 

文：武田､写真：山國､ 

日 時：2020(令和 2)年 8月 23日(日)  9:30～15:00  

気 象：晴(作業小屋での気温 32℃) 

活動エリア：４５林班に-01(作業小屋周辺と西斜面)､ 

活動内容：枯損木･過密広葉樹除伐､林床整備 

参加者：猪川 誠､内海宏一(午前)､大本孝子､斧田一陽､黒山泰弘､越野雅美､武田壽夫､宮本 廣､ 

福西勇之助､山 國                                           会員１０名 

 

＜立秋はどこへ､酷暑々々の日々＞                                                                    

  残暑見舞いも筆が鈍る酷暑日の連続。標高 450m の作業小屋でも気温 32℃超。休み休み､水を飲み乍

らで､加えてアブ､ブヨに悩まされる。メっきり増えた蝉の声に季節の変わり目を探したくもなる。この

記録が皆さんの目に触れるの頃は多少は涼風が立っているだろうか。 

先は兎も角､高温時に午後の雷雨はつきもの､今日の活動は天気の急変に備え､撤収しやすい作業小屋

周辺。枯損木が斜面に多く残っていて広葉樹も密生している。暑熱と虫刺されに注意しながら取り掛か

る。 

 

＜今日の成果＞   

２台のチェーンソーで目に付く枯損木は 10本以上を処理､中小の広葉樹を含め 50本以上は処理し､林

床も整備も捗るが､何せ自然の｢山林｣相手､中々追っ付かないのは毎度のこと。 

特報一件 作業小屋内に蜂の巣を発見､換気スリットから入ったものか､怖々除去。 

 

＜写真編①＞ 

【活動地要図】 

 

【密を避け､日照りの下での昼食】 
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＜写真編②＞ 

【作業小屋 西側の倒木】 

 

【左の除伐後 足元スッキリ､倒木も棚積み】 

 

【斜面の林床整備①－力仕事･根仕事】 

 

【斜面の林床整備②】 

 

【除伐後は根本もキレイに】 

 

【発見 ハチの巣】 

 

 


